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講
座
と
も
に
、だ
れ
で
も
受
講
で

き
、期
間
途
中
か
ら
で
も
参
加
で

き
ま
す
。そ
の
ほ
か
、出
前
講
座

（
町
、県
、法
務
局
な
ど
）と
し
て
防

災
や
救
急
救
命
、ご
み
の
分
別
収

集
、上
・
下
水
道
施
設
見
学
、相
続

税
、遺
言
の
書
き
方
な
ど
に
関
す

る
講
座
も
あ
り
ま
す
。講
座
の
内

容
や
開
催
日
程
、受
講
料
な
ど
詳

し
く
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
☎
77‐

１
１
８
３
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

動
も
増
え
始
め
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
講
座
に
よ
る「
学
び
」

の
成
果
は
、11
月
の
総
合
文
化
祭・

自
治
公
民
館
単
位
の
手
づ
く
り
文

化
祭
と
３
月
の
生
涯
学
習
発
表
会

で
披
露
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
は
、子

ど
も
た
ち
が
大
人
の
作
品
や
舞
台

を
見
て
感
動
し
た
り
、大
人
が
子

ど
も
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や
素
直

な
表
現
に
感
心
し
た
り
、苦
労
話

や
自
慢
話
に
花
が
咲
い
た
り
。発

表
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、伝

統
文
化
の
継
承
と
地
域
住
民
の
交

流
の
場
と
し
て
も
、大
き
な
意
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
公
民
館
講
座
・
自
治
公
民
館

１
２
７
の
多
彩
な
講
座
が
開
講
。

毎
年
、町
公
民
館
講
座
に
は
延
べ

約
３
０
０
０
人
、自
治
公
民
館
講

座
に
は
延
べ
約
７
０
０
０
人
が
参

加
し
、
20
〜
80
代
の
幅
広
い
年
齢

層
が
一
緒
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　
町
民
の
要
望
や
時
勢
に
合
わ
せ

て
、趣
味・教
養
的
な
講
座
だ
け
で

な
く
、健
康
づ
く
り
や
環
境
、ユ
ネ

ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
に
関
す
る
も

の
な
ど
現
代
的
な
課
題
を
捉
え
た

講
座
が
新
設
さ
れ
て
お
り
、年
々
、

内
容
が
充
実
し
て
い
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、よ
り
教
養
や
技
術
を
高
め

よ
う
と
、講
座
の
受
講
生
が
自
主

的
に
集
ま
っ
て
学
ぶ
サ
ー
ク
ル
活

念
に
、ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ

く
り
の
た
め
に
、生
涯
学
習
を
推

進
し
て
い
ま
す
。自
治
公
民
館
単

位
で
の
生
涯
学
習
事
業
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、地
域
住
民
の
生
き

が
い
づ
く
り
や
地
域
の
絆
づ
く
り

が
綾
町
を
支
え
る
原
動
力
に
な
る

と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　
今
年
度
、町
公
民
館
で
は
、書

道
、コ
ー
ラ
ス
、手
工
芸
、ダ
ン
ス
、

体
操
な
ど
30
講
座
、各
自
治
公
民

館
で
は
ヨ
ガ
や
料
理
な
ど
全
部
で

　「
学
び
」は
私
た
ち
の
生
活
を
、そ

し
て
自
身
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま

す
。地
域
や
職
場
で
も
、ま
た
第
一

線
か
ら
退
い
て
い
て
も
、趣
味
や
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
何
か
を
学
び

続
け
た
り
、学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
自

分
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
は
、地
域

の
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　
綾
町
は
、「
照
葉
樹
林
都
市
・
綾

を
基
調
と
し
、自
然
と
調
和
し
た

豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
教
育
文
化

都
市
」を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

1竹細工教室自主講座（経験者24人）。さまざまな技
法を試したり互いにアドバイスし合いながら腕を磨
いている。2竹細工教室は11月の工芸まつりに毎年
参加している。生徒同士で技を磨き合ってできる美
しい作品にはファンが多い。3綾の自然と文化を楽
しむ（32人）。町内各所で自然観察や町の歴史ある建
物、地域の風習などを学ぶ人気の講座。45タオル
を使ったり、軽快な音楽に合わせて楽しくウォーキ
ングしたりする2時間はあっという間。ストレッチ＆
体幹トレーニング教室（38人）は、今年新設された
人気の講座。「ゆっくり身体をほぐしていくのが心地
いい」とみんな笑顔。6今年新設された紙工芸教室
（9人）では、和紙などさまざまな紙で作品を作る。「手
を動かすのは楽しいし、できあがるととてもうれし
い」。7エイサー講座（10人）。今年は「綾音頭」をエ
イサーで振り付けして夏まつりで披露する。

8910民話の会（13人）。テンポの良い綾の方言を交えなが
らの昔話に、聞き手も思わず笑みがこぼれる。「山や川、動物、
カッパ…綾にはたくさん昔話があって、 昔の暮らしを伝え
てくれる」。メンバーは保育所などでも語りを披露している。
1111月に行われる総合文化祭。子どもから大人まで多くの
町民の作品が並ぶ。12自治公民館単位で開催される手づくり
文化祭にも花や文芸、手芸など力作がたくさん。
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お知らせ＆情報 8月
-アヤ スタイル-Aya Style

平成27年度綾町職員採用試験（初級）を次のとおり行います。申込書は綾町総務税政課行政係で交付します。

採用予定人員/一般事務　若干名
　　　　　　　一般事務（身体障がい者）1名

受 験 資 格/一般事務　昭和63年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた者
　　　　　　　　　　　　　　※司書の資格を有する者　昭和60年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた者
　　　　　　　　　　　　　　※管理栄養士の資格を有する者　昭和55年4月2日から平成5年4月1日までに生まれた者

　　　　 　　一般事務（身体障がい者）　昭和60年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた者
　　　　　　　　　　　　※身体障害者手帳の交付を受け、自力による通勤ができ、介護なしに職務の遂行ができ、かつ　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　活字印刷文による筆記試験に対応できる者

一 次 試 験/9月20日（日）に国富町役場（国富町大字本庄4800番地）で教養試験及び職場適応性検査を実施
二 次 試 験/10月中旬に綾町役場（綾町大字南俣515番地）で作文試験及び面接を実施
申 込 受 付/8月7日（金）まで　※土・日曜日を除く

　皆さんから寄せられた活動資金は、日本赤十字社宮崎県支部を通じて国内外の災害救護活動など医療
事業の推進、救急法・家庭看護法などの普及に役立てられています。今後もご支援をお願いします。

活動資金受付額　906,900円（7月2日現在）

受付中の義援金・救援金

※綾町分区の窓口、インターネットからも寄付を受け付けています
※日本赤十字社に対する一定額以上の寄付（社費・寄付金）には、税制上の優遇措置があります

綾町職員採用試験のお知らせ

平成27年度　日本赤十字社活動資金へのご協力ありがとうございます
■問い合わせ先／総務税政課行政係　☎ 77-1112

■問い合わせ先／日本赤十字社綾町分区（綾町社会福祉協議会）　☎ 77-3066

国内
東日本大震災義援金 平成28年3月31日まで
長野県神城断層地震災害義援金 平成27年9月30日まで
屋久島町口永良部島新岳噴火災害義援金 平成27年12月 25日まで

海外
2015年ネパール地震救援金 平成27年7月31日まで
中東人道危機救援金 平成28年3月31日まで
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〜お知らせ＆情報〜

■問い合わせ先／綾・照葉樹林マラソン大会事務局（テレビ宮崎商事内）☎ 27-8831

日　時 / 10 月 18日（日）10:00 スタート　雨天決行
場　所 / 小田爪運動公園陸上競技場トラック及び綾町ロードコース
対　象 / 小学生以上の健康な人（ハーフ、10㎞は 16 歳以上）
定　員 / 7,000 人（親子ペア 500組、5㎞ 3,000人、10㎞ 1,000人、ハーフ 2,000人）
参加料 / 5㎞　 親子ペア 4,000円、小学生 1,500円、中学・高校生 2,000円、大人 3,500円
　　　　10㎞　  3,500円
　　　　ハーフ　4,500円

申込方法 /
① 郵便振込による申し込み
　 申込用紙に付いている郵便振込用紙に必要事項を記入し、参加料を添えて郵便局で申し込んでください
   （申込用紙は役場やセブンイレブンなどに設置）
② インターネットによる申し込み
    「RUNNET」「スポーツエントリー」の 2 つのサイトから申し込みができます
    締切 /9 月 3 日（木）　※定員になり次第締切

　交通事故が多い場所は、交差点及び交差点付近です。
　例えば、前方の車が停車していたことに気付かず追突する、左折時に左後
方から来る歩行者や自転車に気づかず接触する、前方の車が危険を避けるた
め急ブレーキをかけたら後続車が追突するなどの事故があり、これは、交通
安全確保のための確認が多くなることも原因にひとつと言われています。
　重要なポイントは、車間距離を充分に取り、交差点に入る前から周囲の状況に気を付け、「～かも
知れない」運転を心掛けることです。
　交通ルールを守っていてもなかなか防げないのが交差点及び交差点付近の事故です。皆さんも充
分に注意し運転するように心掛けましょう。

（町民生活課）

第29回 綾･照葉樹林マラソン　参加者募集 

交差点及び交差点付近での交通安全

５㎞

親子ペア 親１人に小学生１人　※未就学児は不可
男子の部 小１～３、小４～６、中学生、高校生、

一般 29歳まで、30代、40代、50代、60代、70歳以上女子の部

10㎞
男子の部

16～ 29歳、30代、40代、50代、60代、70歳以上
女子の部

ハーフ
男子の部

16～ 29歳、30代、40代、50代、60代、70歳以上
女子の部
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〜お知らせ＆情報〜

国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ
◆国保　限度額認定証について

　高額な医療費がかかる場合に使用する限度額認定証の有効期限は、７月 31 日（金）までです。限度額認
定証と印鑑を持参の上、役場で更新の手続きをお願いします。
　なお、認定証の区分で「オ」または「区分Ⅱ」で交付を受けた人のうち、過去１年間で合計 90 日以上入
院した人は、申請すると食事代が１食 210 円から 160 円へ減額されます。該当する場合は、福祉保健課へ
ご相談ください。

　
限度額認定証の申請が必要な人

　・70歳未満の人
　・70歳以上で住民税が非課税世帯の人
　※ 70歳以上で住民税が課税されている人は、保険証のみで限度額が分かるようになっているため、申請
　　不要

◆後期高齢者　減額認定証について
　26 年度に減額認定証の交付を受けた人のうち引き続き 27 年度も住民税が非課税世帯の人へ、８月以降
に使用できる認定証を７月末までに郵送します。
　郵送対象になっていない住民税非課税世帯の人で減額認定証が必要な場合は、保険証と印鑑を持参の上、
役場で申請してください。なお、認定証の区分が「区分Ⅱ」で交付を受けた人のうち、過去１年間で合計
90 日以上入院した人は、申請すると食事代が１食 210 円から 160 円へ減額されます。該当する場合は、
福祉保健課へご相談ください。

◆後期高齢者　健康診査について
　後期高齢者医療の加入者は、健康診査が無料で受けられます。健診の対象となる人には６月下旬に案内
を送付していますので、保険証と問診票を持参し、期間内に受診してください。健康管理のため、年１回
は健診を受けましょう。

期　間／７月から翌年の２月末まで
場　所／綾町内の医療機関
　　　　・たまきクリニック　・綾立元診療所　・綾外科　・結い診療所
対象者／後期高齢者医療の被保険者
　　　　※６カ月以上入院している人や施設に入所している人は、今年度は対象外
内　容／診察および血液、尿、腎機能などの検査
費　用／無料（年１回のみ）

■問い合わせ先／福祉保健課　☎ 77-1114

　国民健康保険の加入世帯へは、２カ月に１度、要した医療費について受診者・医療機関・日数・
医療費総額・自己負担額などが記載された通知が送られます。
　医療費は、医療機関窓口での一部負担金と国・県の負担金、被保険者が納める保険税でまかなわ
れていますが、年々、一人あたりの医療費が増加していることから、通知の送付により、医療費の
実態への理解促進や、医療機関からの誤請求防止及び医療費の適正化を目指しています。
　なお、医療費通知の発送は世帯主からの申し出により停止することができます。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎ 77-1114

国民健康保険の医療費通知について
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〜お知らせ＆情報〜

介護保険制度とは？
　高齢になると、加齢や病気により「介護」が必要になることがあります。介護が必要になったときに、本人
と介護をする家族の経済・体力・心の負担を軽くし、皆で支え合って安心して生活を送れるようにする制度が「介
護保険制度」です。
　介護保険制度の財源は 40 歳以上の人が払う保険料と税金で、市町村ごとに運営されます。介護サービスを利
用できる人を「被保険者」といいます。被保険者は年齢により次の２つに分けられます。

介護サービスの利用の仕方
　日常生活に介護や支援が必要と感じたら、まずは相談しましょう。介護サービスが必要なときの手続きの流
れは、次のとおりです。
① 相談／綾町地域包括支援センター（健康センター内）へ
② 申請／申請手続き
③ 調査／町の調査員が心身の状態や日中の生活などについて訪問調査、主治医が意見書を作成
④ 審査・判定／③をもとに審査判定を行い、認定決定

⑤ 結果通知／申請から約 30 日で結果が通知
⑥ ケアプランの作成／ケアマネジャー（注１）が決まり、ケアプラン（注２）を作成
⑦ サービス利用開始／⑥をもとに在宅や施設で介護保険サービスや福祉サービスを利用開始

注１ ケアマネジャー：利用者の希望や心身の状態に合ったサービスが利用できるよう導くサービスの窓口役
注２ ケアプラン：要支援・要介護に認定された本人や家族の希望に添った介護サービスを適切に利用できるよう、 本人や家族の心身の状況、生活環境
などに配慮し、利用する介護サービスの種類や内容を定めた計画書のこと

介護保険の「保険証」
　65 歳になり介護保険の「第１号被保険者」になると、医療保険の保険証と別に「介護保険被保険者証」が市
町村から交付されます。なお 40 ～ 64 歳の「第２号被保険者」は、要介護・要支援の認定を受けた人などに交
付されます。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎ 77-1114

第１号被保険者 65歳以上の高齢者

第２号被保険者 40〜64歳の医療保険加入者

要介護 状態 入浴、排せつ、食事など、日常生活を送るうえで基本となる動作について常に介護が必
要と見込まれる状態

要支援 状態 介護を必要とする状態の程度を少なくしたり、悪化するのを防止したりするために特に
支援が必要と考えられる状態、または日常生活を送るのに困難があると見込まれる状態

一人ひとりの保険料は介護保険の大切な財源です。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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みんなで支え合う国保

　国民健康保険は、経済的な心配がなく安心して医療を受けられるように、みんなで助け合お
うという制度です。国民健康保険税（保険税）は、病院にかかったときの医療費や出産一時金
など、加入者のために支払われる費用の財源として大切なものです。国民健康保険を安心して
利用できるよう、保険税は必ず納期限内に納めてください。

町税係　☎77-1113税のひろば

平成 27 年度　国民健康保険税の税率
　平成 26 年度は健康教室や特定健康診査など予防事業の効果で、急激な医療費の増加を防ぐことができました
が、今後も医療費が増えていくことは避けては通れない状況です。このような中、皆さんの保険税の負担を軽減
するために、前年に引き続き 5,000 万円を基金から繰り入れました。前年と同様の所得であれば、保険税が若
干下がる税率になっています。今後も医療費抑制のために積極的に検診の受診などをお願いします。

※支援金分 ( 後期高齢者支援分 ) 
　・ 後期高齢者 ( 75 歳以上 ) 医療制度の財源として、0 〜 74 歳までの世帯が支援 ( 負担 ) します
　・ 納められた後期高齢者支援金は、後期高齢者医療制度の費用負担の 4 割分にあてられます

国民健康保険税の納期
普通徴収 ( 納付書や口座振替 )

特別徴収 ( 年金から天引き )

区分（対象） 医療保険分
（すべての国保加入者）

支援金分
（すべての国保加入者）

介護保険分
（40 〜 64 歳までの国保加入者） 計算方法

所得割額 6.98% 3.33% 2.67% 加入者の平成 26 年中の
所得による

資産割額 28.00% 12.60% 12.82% 加入者の平成 27 年度
固定資産税額による

均等割額 21,500 円 9,400 円 10,700 円 世帯の加入人数
（被保険者数）による

平等割額 19,100 円 8,400 円 6,400 円 １世帯ごと

課税限度額 520,000 円 170,000 円
（H26　160,000 円）

160,000 円
（H26　140,000 円）

年間保険税額の最高は 85 万円
（平成 26 年度 81 万円）

第 1 期
( 5 月 )

第 2 期
( 6 月 )

第 3 期
( 7 月 )

第 4 期
( 8 月 )

第 5 期
（ 9 月）

第 6 期
( 10 月 )

第 7 期
( 11 月 )

第 8 期
( 12 月 )

第 9 期
( 1 月 )

第 10 期
( 2 月 )

第 1 〜 10 期の 10 回に分けて納税
第 1 期、第 2 期分は、前年度の国保税額 1/10 ずつの暫定 ( 仮 ) 徴収

第 1 期
( 4 月 )

第 2 期
( 6 月 )

第 3 期
( 8 月 )

第 4 期
( 10 月 )

第 5 期
( 12 月 )

第 6 期
( 2 月 )

第 1 〜 6 期の 6 回に分けて納税
第 1 〜 3 期までは、前年度の国保税額を基にした暫定 ( 仮 ) 徴収
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　所得証明書などの税証明書は、個人情報が記載されている大切なものですが、近年、第三者が本人になり
すまし証明書を不正に取得する事件が増えています。こうした事件を未然に防ぐため、8 月 1 日から窓口で
本人確認を行います。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

●本人確認が必要な書類
　納税証明、課税証明、所得課税証明、資産証明、固定資産公課証明、その他の証明
●窓口で提示が必要な本人確認書類
　住基カード（顔写真入りのもの）、運転免許証、パスポート、健康保険証など

税証明発行時の本人確認について

国民健康保険税は世帯主が納めます
　保険税を納める義務は世帯主にあります。世帯主が国保以外の健康保険（後期高齢者医療保険・社会保険・共
済組合など）に加入していても、世帯の中に 1 人でも国民健康保険の加入者がいれば、納税通知書は世帯主に送
られます。

国民健康保険税の軽減制度
◆低所得者に対する軽減制度

低所得者の国民健康保険税の負担を軽くする制度があります。
基準に該当する世帯は、国民健康保険税のうち「均等割」と「平等割」が軽減されます。

◆ 5割軽減、2割軽減世帯の軽減範囲が拡大
5 割軽減世帯／世帯の総所得が 33 万円に世帯主を含めた（これまでは世帯主を除く）被保険者 1 人につき

26 万円を加算した金額を超えない世帯
2 割軽減世帯／世帯の総所得が 33 万円に被保険者一人につき 47 万円（これまでは 45 万円）を加算した金

額を超えない世帯
　7 割、5 割及び 2 割軽減の該当世帯は自動的に軽減されます。該当世帯は、納税通知書の課税明細書、軽減
額などの区分の欄に表記されています。

◆平等割で賦課される国民健康保険税の軽減
　世帯員が、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行することによって単身世帯になる場合には、5 年間
「医療分」と「支援金」にかかる平等割が半額になり、更に 3 年間「医療分」と「支援金」にかかる平等割が
3 ／ 4 の負担になり、最長 8 年間の軽減になります。

◆ 75歳以上の人が、国保以外の健康保険から後期高齢者医療制度に移行することにより、その被扶養者 (65
歳〜 74歳 ) が国保に加入する場合

　申請すると 2 年間保険税が減免されます。該当世帯には役場から申請書を送りますので、必ず提出してください。

どうしても納付が難しいときは ?
　災害や収入の激減など特別な事情で保険税の納付が著しく困難な場合は、申請により分割納付や保険税が減免
される制度があります。詳しくは町税係へご相談ください。

正しい申告をしましょう !!
　所得が一定以下の世帯が受けられる国民健康保険税の軽減や減免は、世帯の中に一人でも所得税または町民税
の申告をしていない人がいると適用が受けられません。申告していない場合は、昨年中の収入や生活状況を申告
してください。また、収入がなかった方も申告が必要です。
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8/28
（金）

西中坪 町体育館駐車場 10:40 〜 11:20
全地区 13:20 〜 14:50

8/31
（月）

上畑 上畑公民館   9:20 〜   9:50
四枝 四枝公民館 10:10 〜 10:40
中堂 中堂公民館 11:00 〜 11:30
揚町 揚町公民館 13:15 〜 14:00
昭和 八日町公民館 14:20 〜 14:50

9/1
（火）

宮原 宮原公民館   9:10 〜 10:10
神下 神下公民館 10:25 〜 11:25

東中坪 東中坪公民館 13:30 〜 14:00
麓 麓公民館 14:30 〜 15:50

全地区 健康センター前 17:30 〜 19:00

無医地区巡回診療
●広沢地区
　21日（金）	13:00〜14:00
●倉輪地区
　28日（金）	13:00〜14:00

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■とき／ 8月 6日（木）午後 1時〜
■対象／乳児と母親

幼児歯科健診
■とき／ 8 月 17 日（月）午後 1 時〜
■対象／平成 24 年 6、7、12 月生
　　　　平成 25 年 1、6、7 月生
　　　　平成 26 年 6、7 月生

3 歳 6 カ月児健康診査
■とき／ 8 月 21 日（金）
■対象／平成 23 年 12 月生、平成 24 年 1、2 月生

（2 月は 1 〜 14 日生）及び未受診者

離乳食教室①（4 カ月児）
■とき／ 8月 25日（火）午後 1時〜

特定健康診査
■とき／ 8 月 23 日（日）、24 日（月）
■対象／ 40 〜 74 歳の国民健康保険加入者

胃がん・大腸がん・前立腺がん検診
■とき／ 8 月 23 日（日）、24 日（月）
■対象／ 40 歳以上 ※前立腺がん検診は 50 歳以上
◎申込者には事前に自宅へ受診票を送付します。

届かない場合は健康センターにご連絡ください。

　被爆者健康手帳及び第一種健康診断受診者証を持
つ人を対象に、平成 27 年度がん検診を県内 9 つの
医療機関で実施します。受診料は無料です。健康管
理のために受診をお願いします。
　なお、検診日は各医療機関により異なりますので、
近くの保健所にお問い合わせください。

■実施期間 : 8 〜 12 月
■実施機関 : 県立病院（宮崎 ･ 延岡 ･ 日南）
 都城健康サービスセンター
 小林市立病院
 済生会日向病院
 高千穂町国民健康保険病院
 串間市民病院
 国立病院機構宮崎病院
■問い合わせ先／県健康増進課 ☎ 26-7079
　　　　　　　　または各保健所へ

☎77-0195健康センター

宮崎県支部

8/26
（水）

久木野々 久木野々公民館   9:20 〜   9:35
北麓 北麓公民館   9:50 〜 10:30
杢道 杢道公民館 10:45 〜 11:25
竹野 竹野久男さん宅 13:30 〜 13:40
尾立 尾立公民館 14:00 〜 14:20
割付 割付遊園地 14:40 〜 15:00

8/27
（木）

陣之尾 ( 旧 ) 陣之尾集会場   9:30 〜   9:45
倉輪 倉輪公民館 10:05 〜 10:20

二反野 二反野公民館 10:40 〜 11:00
宮谷 宮谷公民館 13:15 〜 13:45
古屋 尾原公民館 14:00 〜 14:50

8/28
（金）

南麓 町体育館駐車場   9:00 〜   9:50
立町   9:50 〜 10:40

妊婦・乳児に関する検診・相談　　　 原子爆弾被爆者がん検診のお知らせ

今月の検診　　　　　

結核のレントゲン検診
　65 歳以上（昭和 26 年 4 月 1 日以前に出生）は、無料で検診を受けられます。受診票は自宅に郵送します

（肺がん検診の受診者は除く）。医療機関や勤務先などで受診した人は、理由書の提出をお願いします。
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８月の行事イベント

■と　き／午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／夏のおもちゃ作り
※水遊びで使えるおもちゃなどを作る予定です。

材料はセンターで準備します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■と　き／午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／お祭りごっこ
※ヨーヨー釣り、魚釣り、くじ引き、ゲームなど

楽しい遊びを計画しています。皆でお祭り気分
を味わいましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■と　き／午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／水遊び
※シャボン玉や水鉄砲、プール遊びをします。水

着、帽子、着替え、タオル、水筒などをお持ち
ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■と　き／午前 10 時〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／ 8月生まれのお友だちの誕生会を開きます。
※対象児にはハガキでお知らせしています。
　ハガキが届かない人はご連絡ください。

他者との関係が始まる
　　　　　　1 歳後半から多くなる

　0 歳のころは、友達とのかかわりがあると
いっても、相手に何かを感じて「かむ」とい
うことはほとんどありません。
　1 歳を過ぎると、友達への関心が強くなっ
てくるのですが、互いに自分の思いを通そう
とするので、どうしてもトラブルが増えます。
言葉で表現できない欲求や気持ちを、ある子
はたたくことで、ある子はかみつくという方
法で相手に伝えるのです。
　2 歳くらいになると、朝の出来事を昼間く
らいまで記憶できるようになります。そのた
め、朝のトラブルを昼に思い出し、相手にか
みつくこともあります。
　3 歳近くなると、過去にかみつかれた経験
から、今何もされていないのに、だれかにか
みつくこともあります。
　その場だけでは、かみつきの理由は見えな
いことが多くなります。そこに至るまでの子
ども同士のかかわりや行動、子どものまなざ
しを捉え、さまざまな角度から、その子の思
いをくみ取る意識を持ちましょう。

わくわく広場
「綾ッ子歯ッピー大会」
仕上げ磨きを忘れずに！

発達とかみつきの関係

☎77-1154子育て支援センター

お誕生おめでとう
７月10日までに届け出のあった子どもさんです。

小野　笑子ちゃん [女] 平27. 6.25
（おの　しょうこ） 保護者：孝行さん　 [杢道]

　「体調が悪くて、子どもの世話をするのが辛
い」、「冠婚葬祭などに子どもを連れて行くこ
とができない」などといったさまざまな用事の
ときに、気軽にご利用ください。

■利用時間：月〜土曜日（祝祭日を除く）
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分
　（上記時間以外は事前にご相談ください）
■利用料金：半日　500 円（おやつ１回）
　１日 1,000 円（副食、おやつ２回）

今月のPHOTO

一時的保育を希望される人へ

５日（水）　わくわく広場

12日(水)　親子教室　「コアラ」　

19日（水）　ゆったり子育て教室　　

26日（水）　誕生会　
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６月のイベント報告

８月のイベント

「これからの図書館」について
　　　利用者の話し合う会ができました !
　スマートフォンなどで本が注文できたり読めたり
する時代、これからの図書館はどうあるべきかが問
われています。てるは図書館でもさまざまなイベン
トや取り組みを行っていますが、利用者の声も聞い
てみようということで、図書館運営プロジェクト会
を発足させ 7 人に委員をお願いしました。自由な発
想で意見を出していただき、「個性的な綾てるは図
書館」をつくっていければと思っています。

 [一般書]
・日帰りで登る九州の山
・いちばんやさしいはじめて使う介護保険
・トコトンやさしい食品添加物の本
・有機野菜ビックリ教室
・ネコの看取りガイド
・福家警部補の追及	 大倉	崇裕/著
・ごんたくれ	 西條	奈加/著
・ラプラスの魔女	 東野	圭吾/著
・森は知っている	 吉田	修一/著
・トットひとり	 黒柳	徹子/著
[児童書]
・命を救われた捨て犬夢之丞
・本物そっくり!昆虫の立体切り紙
・とりはだはどうやったらつくれる?
	 川北	亮司/作
・星空ぎゅいーん　	 長崎	夏海/作
・いのちのパレード	 八束	澄子/著
・さんかんびにおめでとう!
・フルーツポンチつくって!
・にちようびの森

※ほかにもたくさんの本が入っています

☎77-0180綾てるは図書館

お持ち帰りください

＊カーフェリーに乗船
　宮崎港でカーフェ
リーの船内を見てまわ
り、日ごろ見ることのな
い操舵室なども見学し
ました。最後にデッキで
記念撮影をしました。

農林振興課共催
＊報道の目で農業を語る
　MRT 宮崎放送・川野武文さんによる講話です。
農業を第三者の視点でとらえ、ユーモアを交えなが
らお話されます。

■日時／ 8 月 5 日（水）午後 7 〜 8 時
■場所／綾てるは図書館

＊戦争に係る朗読
　終戦 70 周年を迎え、語る人が少なくなってきた
戦争について「サラエンターテイメント」の皆さんが
朗読劇を行います。

■日時／ 8 月 22 日（土）
　　　　午後 2 時〜 2 時 40 分
■場所／綾てるは図書館　学習視聴覚室
■対象／小・中・高・一般
■参加申込／図書館カウンターまたは電話で 7 月

17 日（金）〜 8 月 9 日（日）までに申
し込み

おはなし会
毎週土曜日　午後 2 時〜 2 時 30 分

家庭の日 てるはおはなし会（雨天中止）
■日時／ 8 月 16 日（日）
　　　　午前 11 時 30 分〜 11 時 50 分
■場所／手づくりほんものセンター前広場

子ども映写会
■日時／ 8 月 15 日（土）
　　　　午後 2 時 30 分〜 3 時 15 分
■内容／「ふたつの胡桃」野坂昭如戦争童話集

８月の行事

８月の休館日 毎週月曜日

おすすめの本

ひとことひとこと館長の館長の

保存期間の過ぎた雑誌を差し上げます。
■配布期間　8月 1日（土）　午前 9時〜
※先着順になります
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6
月
11
日
、
綾
中
学
校
1
年
生
が
、
総
合
的
な

学
習
の
授
業
の
一
環
で
ビ
オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

の
職
員
の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
、
役
場
北
側
の
ビ
オ

ト
ー
プ「
綾
ト
ー
プ 
は
っ
け
ん
じ
ま
」を
実
際
に
歩

き
、
動
植
物
を
観
察
し
ま
し
た
。
イ
モ
リ
の
幼
生
な

ど
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
動
植
物
に
感
激
し

た
様
子
で
、
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
、
熱
心
に
質
問
を
し

た
り
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　「
生
き
物
を
外
か
ら
持
ち
込
ま
な
い
」と
い
う
ル
ー

ル
を
守
れ
ば
、
ビ
オ
ト
ー
プ
は
い
つ
で
も
自
由
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
地
中
に
生
活
し
、
畑
に
こ
ん
も
り
と
塚
を
つ
く

る
モ
グ
ラ
。
漢
字
で
は「
土
竜
」と
書
き
ま
す
。
日

本
で
普
通
に
見
ら
れ
る
モ
グ
ラ
は
主
に
2
種
類

で
、
西
日
本
に
は
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
、
東
日
本
に

は
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ
と
い
う
種
類
が
分
布
し
て
い
ま

す
。

　
効
率
よ
く
土
を
掘
れ
る
よ
う
前
足
は
シ
ャ
ベ
ル

の
よ
う
に
大
き
く
、
ま
た
、
土
の
中
で
動
き
や
す

い
よ
う
、
体
毛
は
非
常
に
柔
ら
か
い
毛
並
み
を
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
眼
が
小
さ
く
ほ
と

ん
ど
見
え
な
い
か
わ
り

に
、
口
ひ
げ
や
鼻
先
の

感
覚
が
発
達
し
て
い
て
、

臭
い
や
音
で
ミ
ミ
ズ
な
ど

の
え
さ
を
探
し
ま
す
。

　
綾
南
川
に
生
息
す
る
生
き
物
の
観
察
･
調
査

を
、
松
原
公
園
で
行
い
ま
す
。
綾
の
豊
か
な
自
然

環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
!

◎
日
時
／
8
月
8
日（
土
）午
前
9
時
〜
午
後

1
時
30
分（
悪
天

候
の
場
合
は
22
日

（
土
）に
延
期
）

◎
受
付
／
午
前
8

時
30
分
か
ら
綾
町

役
場
北
側
駐
車
場

◎
定
員
／
20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◎
参
加
費
／
無
料

◎
対
象
／
小
学
生
以
上（
小
学
3
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

◎
備
考
／
濡
れ
て
も
良
い
服
装
、
靴（
サ
ン
ダ
ル
・

長
靴
は
不
可
）、
濡
れ
た
場
合
の
着
替
え
、
筆

記
用
具
、
大
き
く
て
網
目
が
細
か
い
水
槽
用

ネ
ッ
ト
、
虫
め
が
ね
、
お
弁
当
、
飲
料
水
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
熱
中
症
や
防
虫
の
対
策
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

☎
77
－
3
4
8
2

　
E
メ
ー
ル:aya.BR.2012@

tow
n.aya.lg.jp

カジカカエル

■おはなし会
毎週土曜日午後 2 時〜 2 時 30 分

■子ども映写会
18日（土）午後 2 時 30 分〜 4 時

「おさるのジョージ」

ビ
オ
ト
ー
プ
学
習

コ
ラ
ム

コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ

「
水
辺
の
い
き
も
の
調
査
隊
」

参
加
者
募
集
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綾町のお知らせ&情報[8月]

◎
水
質
検
査
日
／
8
月
25
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
5
4
0
0
円

検
査
を
希
望
す
る
人
は
24
日

（
月
）ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場

ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
－
3
4
6
7

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の

あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。
新
た

に
あ
っ
せ
ん
の
申
し
出
が
あ
っ
た

土
地
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
二
反
野
地
区
／
畑
2
3
6
㌃

・
倉
輪
地
区
／
田
28
㌃

・
宮
ノ
谷
地
区
／
田
12
㌃

・
上
畑
地
区
／
田
31
㌃

・
宮
ノ
谷
地
区
／
田
34
㌃

※
農
地
を
購
入
す
る
場
合
、
譲
り

受
け
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
8
月
10
日（
月
）ま

で
に
各
地
区
農
業
委
員
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
77
－
0
1
0
0

　

青
少
年
の
健
全
育
成
と
、
安
全

で
住
み
良
い「
教
育
文
化
都
市・綾
」

の
実
現
を
目
指
し
、
綾
町
消
防
団

と
高
岡
警
察
署
、
青
少
年
健
全
育

成
町
民
会
議
が
連
携
し
て
町
内
の

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

◎
日
時
／
8
月
7
日（
金
）、21
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課　
☎
77
－
1
1
8
3

　
年
金
情
報
流
出
の
報
道
を
悪
用

し
、日
本
年
金
機
構
の
職
員
を
装
っ

た
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
い
う

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

機
構
の
職
員
と
語
り
、
口
座
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
、

「
年
金
番
号
の
変
更
に
手
数
料
が

か
か
る
」な
ど
と
言
う『
振
り
込
め

詐
欺
』の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
情
報
の
流
出
問
題
に
つ
い

て
、
日
本
年
金
機
構
が
電
話
や

メ
ー
ル
で
個
人
に
連
絡
し
た
り
、

金
銭
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話

が
あ
っ
た
場
合
は
、
口
座
番
号
な

ど
の
個
人
情
報
を
話
さ
な
い
こ

と
、
家
族
や
警
察
に
相
談
す
る
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
先
／

日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口

（
通
話
料
無
料
・
10
月
末
ま
で
の

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
9
時
）

☎
0
1
2
0
－
8
1
8
2
1
1

　
求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者

が
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目

指
す
た
め
の
制
度
で
、
受
講
料
は

原
則
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
収
入
や
資
産
な
ど
の
一

定
要
件
を
満
た
す
人
に
は
、
訓
練

期
間
中「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
訓
練
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
、簿
記
、

介
護
、
医
療
事
務
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
／

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
崎

☎
23
－
2
2
4
5

　
平
成
21
〜
26
年
の
裁
判
員
裁
判
制

度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
選
任
さ
れ
た
裁
判
員
数
／

4
万
1
8
3
4
人

◎
参
加
日
数
／
平
均
5.
3
日

◎
裁
判
に
参
加
し
た
感
想
／
非
常

に
良
い
経
験
と
感
じ
た
56
%
、

よ
い
経
験
と
感
じ
た
39.
5
%
、

良
い
経
験
と
感
じ
な
か
っ
た

0.
9
%

※
裁
判
員
制
度
の
詳
細
は
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い

http://www.saibanin.courts.go.jp

（
宮
崎
地
方
裁
判
所
）

　

平
成
27
年
1
月
か
ら
、
相
続

税
の
基
礎
控
除
額
な
ど
が
変
わ
り

ま
し
た
。

［
基
礎
控
除
額
の
計
算
］

・
改
正
前
／
5
0
0
0
万
円

+
1
0
0
0
万
円
×
法
定
相

続
人
の
数

・
改
正
後
／
3
0
0
0
万
円

+
6
0
0
万
円
×
法
定
相
続

人
の
数

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、「
相
続
税・贈
与
税
特
集
」ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
相
続
税
の
仕
組
み

を
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
税
務
署　
☎
29
－
2
1
5
1

　
安
心
、
有
利
、
手
軽
な
国
の
退

職
金
制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

・
国
の
制
度
だ
か
ら
安
心

掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成

・
社
外
積
立
で
ラ
ク
ラ
ク
管
理

社
外
積
立
な
の
で
手
間
が
か
か

り
ま
せ
ん

・
掛
け
金
は
全
額
非
課
税

手
数
料
も
掛
か
ら
ず
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
や
家
族
従
業
員
も

加
入
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03
－
６
９
０
７
－
１
２
３
４

　
上
下
水
道
を
使
い
始
め
る
と
き

や
転
出
・
長
期
不
在
な
ど
で
使
用

を
中
止
す
る
と
き
は
、
異
動
の

3
〜
4
日
前
ま
で
に
役
場
窓
口

で
書
類
を
記
入
し
、
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
異
動
ま
で
に
書
類
の
提
出

が
で
き
な
い
と
き
は
上
下
水
道
係

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
質
検
査
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相
続
税
に
つ
い
て

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

裁
判
員
裁
判
の
実
施
状
況

求
職
者
支
援
制
度（
職
業
訓
練
）

農
地
の
あ
っ
せ
ん

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

夏
休
み
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

お
願
い

引
っ
越
し
の
際
は

水
道
異
動
届
が
必
要
で
す
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綾町のお知らせ&情報[8月]
　

町
内
で
の
引
っ
越
し
の
場
合

は
、
前
住
所
の
閉
栓
届
と
新
住
所

の
開
栓
届
を
同
時
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
口
座
振
替
で
料
金
の
支
払

い
を
し
て
い
て
、
引
き
続
き
同
じ

口
座
で
料
金
支
払
い
を
希
望
す
る

場
合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
異
動
が
な
く
て
も
使
用

者
名
義
の
変
更
が
あ
る
場
合
に
は

書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

上
下
水
道
係　
☎
77
－
3
4
6
7

　

良
質
な
堆
肥
生
産
を
行
う
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
近
所
迷
惑
に
な
る
の
で
午
後
10

時
〜
午
前
6
時
に
は
出
さ
な
い

・
大
き
な
音
を
立
て
な
い

・
水
切
り
を
し
っ
か
り
行
う

・
ビ
ニ
ー
ル
類
を
混
入
し
な
い

・
天
ぷ
ら
油
な
ど
を
混
入
し
な
い

・
野
菜
や
果
物
は
刻
ん
で
出
す

・
肉
、
魚
の
骨
、
貝
殻
、
卵
の
殻
、

タ
ケ
ノ
コ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

皮
・
芯
は
燃
や
せ
る
ご
み
で
出
す

※
生
ご
み
を
庭
や
畑
に
捨
て
放
置

す
る
と
、
虫
や
悪
臭
の
発
生
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
適
切
に
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課　
☎
77
－
3
4
6
5

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て

・
苦
情
や
困
り
ご
と
が
あ
る

・
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い

・
相
談
し
た
が
、
説
明
に
納
得
が

い
か
な
い

・
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い

な
ど
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
8
月
28
日（
金
）午
前

10
時
〜
午
後
3
時

◎
場
所
／
町
公
民
館
2
階
会
議

室
　
ま
た
、
当
日
相
談
を
受
け
る
綾

町
の
行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し

ま
す
。

●
阿
久
根
清
見（
杢
道
地
区
）

※
総
務
省
宮
崎
行
政
評
価
事
務
所

に
も
相
談
可（
☎
24
－
1
1
0
0
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
税
政
課　
☎
77
－
1
1
1
2

　

人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
こ
と

や
心
配
ご
と
が
あ
る
場
合
は
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
日
時
／
8
月
28
日（
金
）午
前

10
時
〜
午
後
3
時

◎
場
所
／
町
公
民
館
2
階

◎
担
当
者
／

綾
町
人
権
擁
護
委
員 

早
川
ゆ
り

綾
町
人
権
擁
護
委
員 

中
村
清
久

・
常
駐
人
権
相
談
所

宮
崎
地
方
法
務
局（
☎
22
－

5
1
2
4
）で
は
平
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
ま
で
随
時

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課　
☎
77
－
3
4
6
6

　
妊
娠
や
出
産
を
理
由
に
解
雇
し

た
り
、
退
職
を
強
要
し
た
り
す
る

こ
と
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

な
ど
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊

娠
や
出
産
に
よ
り
不
利
益
な
扱
い

を
受
け
る
な
ど
困
っ
た
こ
と
が
あ

る
際
は
、
宮
崎
労
働
局
雇
用
均
等

室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。

■
連
絡
先
／

宮
崎
労
働
局　
☎
38
－
8
8
2
7

　
会
社
・
法
人
な
ど
の
設
立
や
役

員
の
変
更
に
関
す
る
登
記
相
談

は
、
予
約
制
で
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
時
間
は
原
則
20
分
で
す
。

◎
相
談
日
／
10
月
1
日（
木
）以
降

の
月
〜
金
曜
日（
祝
日
及
び
12
月

29
日
〜
1
月
3
日
は
除
く
）

◎
予
約
方
法
／
窓
口
ま
た
は
電
話

■
予
約
先
／

宮
崎
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
22
－
5
1
2
4

（
内
線
1
0
2
ま
た
は
1
1
2
）

　
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
な

ど
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

行
っ
て
い
る「
ふ
れ
あ
い
調
査
」で

は
、
昨
年
度
か
ら
川
中
の
森
周
辺

の
林
業
の
歴
史
を
は
じ
め
、
人
の

暮
ら
し
や
文
化
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
川
中
の
製
材
所
が
稼
働
し
て

い
た
当
時
の
様
子
が
分
か
る
写
真

や
、
そ
こ
で
従
事
し
暮
ら
し
て
い

た
人
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
調
査
結
果
は
、「
川
中
ふ
れ
あ
い

調
査
」と
し
て
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
情
報
提
供
先
／

ふ
れ
あ
い
調
査
事
務
局（
て
る
は

の
森
の
会
）　
☎
35
－
7
2
8
8

　
綾
町
女
性
の
会
と
綾
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会（
上
水
流
智

生
会
長
）は
、
県
下
一
斉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
に「
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ

パ
ー
ク
の
町
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ご
み
拾
い
を
し
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
日
時
／
8
月
23
日（
日
）午
前

8
〜
10
時
ご
ろ
ま
で

◎
集
合
／
午
前
7
時
45
分
に
町

公
民
館
文
化
ホ
ー
ル
前

◎
参
加
申
込
／
8
月
12
日（
水
）

ま
で
に
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

綾
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
・
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
77
－
3
0
6
6

行
政
相
談
委
員
へ
相
談
を

相　
　
談

生
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

特
設
人
権
相
談

募　
　
集

昭
和
初
期
の
川
中
の
森
周
辺
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

登
記
相
談
が

予
約
制
に
な
り
ま
す

職
場
の
マ
タ
ハ
ラ
に

関
す
る
相
談

「
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
の
町

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」参
加
者
募
集



aya style　16

　

毎
月
5
、
15
日
は「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
体
験
の
日
」で
、
町
民
向
け

の
セ
ラ
ピ
ー
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
A
コ
ー
ス（
定
員
20
人
）
／
川

中
自
然
公
園
コ
ー
ス

◎
B
コ
ー
ス（
定
員
10
人
）
／
綾

神
社
周
辺
コ
ー
ス

◎
時
間
／
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

◎
集
合
場
所
／
役
場
裏
駐
車
場

◎
参
加
料
／
ひ
と
り
5
0
0
円

※
気
軽
に
体
験
で
き
る
よ
う
に
低

料
金
に
な
っ
て
い
ま
す

※
家
族
や
団
体
で
の
参
加
も
受
け

付
け
て
い
ま
す（
内
容
の
変
更

も
可
能
）

※
セ
ラ
ピ
ー
は
い
つ
で
も
開
催
で

き
ま
す
。
3
日
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

農
林
振
興
課
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推

進
協
議
会
事
務
局

☎
77
－
0
1
0
0

　
防
災
士
は
、
自
助
・
共
助
・
協

働
を
原
則
と
し
て
、
地
域
や
職
場

の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
十
分

な
意
識
と
一
定
の
知
識
・
技
能
を

習
得
し
た
こ
と
を
日
本
防
災
士
機

構
が
認
め
た
人
で
す
。

　

県
内
で
は
約
2
5
0
0
人
が

地
域
防
災
士
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
県
防
災
士
養
成
研
修
を
受

け
、
地
域
や
職
場
の
防
災
力
を
高

め
る
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

◎
受
験
料
／
3
0
0
0
円

◎
研
修
内
容
／
基
礎
コ
ー
ス（
1

日
間
）・
救
急
救
命
講
習
・
専

門
コ
ー
ス（
2
日
間
）の
受
講
、

課
題
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
、
防
災

資
格
取
得
試
験
の
受
験

◎
受
講
期
間
／
7
月
上
旬
〜
平

成
28
年
2
月

※
平
成
28
年
2
〜
3
月
の
合
否

通
知
受
領
後
、
合
格
者
は
認
証

登
録
手
続
き
を
す
る
と
防
災
士

と
し
て
認
証
さ
れ
、
6
月
に

認
証
状
が
交
付
さ
れ
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

N
P
O
法
人
宮
崎
県
防
災
士

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

☎
55
－
0
4
4
7

　

国
税
庁
は
、「
税
の
意
義
と
役

割
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」を

テ
ー
マ
に
、作
文
を
募
集
し
ま
す
。

◎
字
数
／
8
0
0
字
以
上

1
2
0
0
字
以
内

◎
対
象
／
高
校
生

◎
締
切
／
9
月
4
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
税
務
署　
☎
29
－
2
1
5
1

◎
募
集
人
数
／
介
護
2
人

◎
待
遇
／
パ
ー
ト
ま
た
は
正
職
員

◎
時
間
／
早
出
、
遅
出
、
夜
勤
あ
り

◎
資
格
／
で
き
れ
ば
経
験
者

◎
年
齢
／
60
歳
ま
で（
応
相
談
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先
／

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

ア
ミ
ー
チ
ェ
・
吉
留

☎
30
－
7
8
6
6

　
西
日
本
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
有
力

校
20
チ
ー
ム
が
参
加
す
る「
第
17

回
プ
ー
マ
杯
高
校
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
綾
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
期
間
／
8
月
17
日（
月
）〜
20

日（
木
）

◎
場
所
／
錦
原
運
動
公
園
サ
ッ

カ
ー
場
ほ
か

◎
参
加
校
／

（
県
外
）米
子
北
、
大
津
、
市
立

浦
和
、
神
戸
国
際
、
徳
島
市
立

高
校
ほ
か

（
県
内
）鵬
翔
、
宮
崎
工
業
、
都

城
高
校

■
問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
教
育
課

☎
77
－
1
1
8
3

　
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
無
料
で
行

い
ま
す（
偶
数
月
の
第
3
土
曜
日

開
院
）。

◎
日
時
／
8
月
15
日（
土
）午
後

1
〜
4
時

◎
場
所
／
綾
町
児
童
館

◎
料
金
／
無
料（
た
だ
し
部
品
・

電
池
交
換
に
は
実
費
が
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

お
も
ち
ゃ
病
院
み
や
ざ
き
会

員
・
大
澤

☎
0
9
0
－
8
8
4
0
－
4
9
4
9

［
夏
休
み
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
］

◎
期
間
／
7
月
24
日（
金
）
〜

8
月
6
日（
木
）午
前
10
時
〜

正
午　
※
8
月
5
日（
水
）の

み
午
後
2
〜
4
時

◎
内
容
／
町
内
の
工
芸
家
や
作
家

を
講
師
に
迎
え
、
小
学
生
以
上

を
対
象
に
陶
芸
や
木
工
芸
、
料

理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
教
室

を
開
催

◎
申
込
方
法
／
綾
ふ
れ
あ
い
館
へ

参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
む

（
体
験
に
よ
っ
て
定
員
や
参
加

料
な
ど
が
異
な
る
）

［
綾
の
昆
虫
展
］

◎
期
間
／
8
月
13
日（
木
）午
前

8
時
30
分
〜
午
後
6
時

◎
内
容
／
綾
町
で
観
察
で
き
る
昆

虫
を
中
心
に
、
写
真
や
標
本
な

ど
を
展
示

※
い
ず
れ
も
内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
常
設

［
綾
工
芸
ギ
フ
ト
の
店
ど
ん
ぐ
り
］

地
元
工
芸
家
の
作
品
を
一
堂
に
集

め
て
展
示
販
売

［
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
］

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
お
茶
が
飲
め

（
無
料
）、
お
弁
当
な
ど
も
食
べ
ら

れ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館　
☎
30
－
7
2
7
0

綾町のお知らせ&情報[8月]

お
も
ち
ゃ
病
院
あ
や
開
院

介
護
職
員
募
集

求　
　
人

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報（
８
月
）

高
校
生
の
税
の
作
文
を
募
集

催
し
物

第
17
回
プ
ー
マ
杯

高
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

地
域
防
災
士
養
成
研
修

受
講
生
徒
を
募
集



17　aya style

［
解
説
］生
涯
学
習
講
座「
俳
句
教
室
」　
講
師
／
本
村
　
蠻

［
解
説
］生
涯
学
習
講
座「
短
歌
教
室
」　
講
師
／
福
原
美
江

みなさまのあたたかい善意に感謝します

文
芸
の

　
　
　
　

ひ
ろ
ば

町
生
涯
学
習
講
座

　
　

「
俳
句
」
受
講
生
の
作
品

町
生
涯
学
習
講
座

　
　

「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品

年
森 

豊
治
さ
ん（
麓
地
区
）

　
ア
ユ
漁
解
禁
前
日
だ
ろ
う
。
い
よ
い
よ
待
ち
わ
び
た
解

禁
。
釣
り
具
を
幾
度
も
眺
め
、
手
に
取
り
気
も
そ
ぞ
ろ
。

気
分
の
昂た

か
ぶ
り
が
よ
く
出
て
い
る
。

釣
竿
を
幾
度
も
た
め
す
夕
簿
暑

鈴
木
み
ち
子
さ
ん（
昭
和
地
区
）

　
高
齢
者
施
設
を
定
期
的
に
訪
問
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
し
ょ
う
。
久
し
ぶ
り
の
美
容
師
の
訪
問
に
朝
か
ら
浮

き
足
た
て
て
待
ち
わ
び
て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
散

髪
の
の
ち
の
楽
し
い
会
話
も
弾
ん
で
さ
わ
や
か
な
媼
の
笑

顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。
美
容
師
の
来
訪
を
き
っ
か
け
に
、

普
段
に
は
見
せ
な
い
高
齢
者
の
華
や
ぎ
に
、
作
者
の
安
堵

感
が
う
か
が
え
る
。

美
容
師
が
施
設
に
来
た
る
春
の
午
後

し
ば
し
華
や
ぐ
媼
お
う
な
の
「
女
子
会
」

中
村　
敦
子
さ
ん（
揚
町
地
区
）

　
山
ガ
ー
ル
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
、
中
高
年
女

性
の
山
歩
き
・
登
山
ブ
ー
ム
。
万
緑
に
映
え
色
と
り
ど
り

の
リ
ュ
ッ
ク
の
一
団
が
行
く
。
遠
望
に
色
彩
感
鮮
や
か
。

万
緑
の
山
へ
リ
ュ
ッ
ク
の
並
び
行
く

福
重
い
く
子
さ
ん（
割
付
地
区
）

　
よ
く
見
か
け
る
紫あ

じ
さ
い

陽
花
を
、
大
胆
な
比
喩
を
使
っ
て
描

写
し
て
い
る
。「
中
世
の
ド
レ
ス
ま
と
え
る
貴
婦
人
の
ま

な
ざ
し
」
の
よ
う
な
輝
き
を
も
つ
紫
紺
の
紫
陽
花
。
作
者

に
は
、
紫
陽
花
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
つ
存
在
感
の
あ

る
紫
陽
花
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。中
世
の
貴
婦
人
は
誰
か
、

読
者
の
想
像
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
と
こ
ろ
に
余
韻
が
あ
り
味

わ
い
深
い
。

中
世
の
ド
レ
ス
ま
と
え
る
貴
婦
人
の

ま
な
ざ
し
放
つ
紫
紺
の
あ
じ
さ
い

綾
町
育
英
会

6
月
1
〜
30
日
受
付
分

【
忌
明
寄
付
】

寄
付
者
／
物
故
者（
地
区
名
）

晋 

ま
ち
子
／

　
谷
上 

ト
ミ
ヱ（
立
町
）

濱 

健
一
／
三
女（
立
町
）

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

6
月
1
日
〜
26
日
受
付
分

【
一
般
寄
付
】寄

付
者
／
物
品（
地
区
名
）

遠
矢 

義
博
／

　
金
一
封（
宮
崎
市
）

松
元 

勝
／
野
菜（
四
枝
）

【
忌
明
寄
付
】

寄
付
者
／
物
故
者（
地
区
名
）

伊
東 

利
浩
／
妙
子（
宮
原
）

中
澤 

克
子
／
行
宜（
東
中
坪
）

二
方 

幸
子
／
勝
俊（
杢
道
）

晋 

ま
ち
子
／

　
谷
上 

ト
ミ
ヱ（
立
町
）

日
髙 

久
美
子
／

　
塩
月 

常
義（
麓
）

庭
田 

秀
人
／
隅 

貞（
揚
町
）

江
頭 

一
美
／
宏
美（
南
麓
）

東 

國
洋
／
ハ
ナ
エ（
宮
谷
）

五
郡 

ま
り
子
／
清
次（
四
枝
）

濱 

健
一
／
三
女（
立
町
）

川
上 

幸
子
／

　
井
戸
川 

ヒ
サ
ヱ（
宮
原
）

善
意
の
寄
付
・
寄
贈

［
敬
称
略
］



aya style　18

　

綾
町
消
防
団
の
夏
期
訓
練
及
び
操
法
大
会
は
、
2
1
0
人
の
消
防
団

員
が
参
加
し
て
7
月
5
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
、
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
と
い
う

強
い
使
命
感
を
胸
に
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
、
き
び
き
び

と
し
た
レ
ベ
ル
の
高
い
操
法
と
頼
も
し
い
姿
に
、
集
ま
っ
た
町
民
か
ら
大

き
な
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。
地
域
を
支
え
る
消
防
団
の
今
後
の
活
躍
に
、

ま
す
ま
す
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
を
守
る
使
命
を
胸
に

　
　
～
消
防
団
夏
期
訓
練・操
法
大
会
～

ポ
ン
プ
車
の
部
／

優
　
勝
　
第
3
部
（
南
麓
）

積
載
車
の
部
／

優
　
勝
　
第
8
部
（
古
屋
・
昭
和
）

準
優
勝
　
第
5
部
（
麓
・
北
麓
・
久
木
野
々
）

3
　
位
　
第
7
部
（
宮
原
）

※
第
3
、8
、5
部
は
、
7
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た

東
諸
支
部
消
防
操
法
大
会
に
出
場

大
会
結
果

第5部

第1部

ラッパ隊

第7部

本部

第3位第3位

準優勝準優勝

優勝優勝

第8部

第2部

第6部

第4部

第3部

優勝優勝
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　東諸地区保護司会綾支部（日高
正光支部長）は、7 月の「社会を
明るくする運動」強調月間に合わ
せ、「犯罪のない幸福な社会づく
りに取り組みましょう」という総
理大臣のメッセージを前田町長に
伝達しました。町内各所でもチラ
シやタオルなどの配布による広報
活動を行い、「『犯罪に戻らない・
戻さない』宣言のもと、同運動へ
協力をお願いします」と広く呼び
掛けました。

　業務用の食品企画販売を手掛け
る株式会社山福（本社・大阪市）
の立地調印式は、6 月 30 日に行
われました。同社の製造部門であ
るひむか食品工房（小田爪地区）
の工場を新設し、増産や新製品の
開発を行うもので、前田町長や同
社の山本榮社長、県商工観光労働
部企業立地推進局・川野美奈子局
長らが出席し、協定書を交わしま
した。今後、地域経済の活性化や
雇用の促進などが期待されます。

　綾町赤十字奉仕団の委員長・副
委員長の委嘱状交付式は、6 月 3
日に綾町役場で行われました。
　赤十字奉仕団は、「赤十字の人
道・博愛の精神」のもと、災害救
護活動をはじめ献血の呼び掛け、
地域の福祉施設などでの奉仕活動
など、町民の皆さんの健やかな生
活のために日々活動しています。

委  員  長　佐 藤 久 子 （宮原地区）
副委員長　陶国ナラ子（宮谷地区）
書記会計　黒木多賀子（南麓地区）

　6 月 1 日付けで吉川正克さん
（揚町地区）が農業委員（農済推
薦委員）に就任されました。任期
は平成 29 年 7 月 19 日までです。
　農業委員は、法律に基づき市町
村に設置される農業委員会の委員
で、公選制の下での選挙委員と、
市町村長が選任する選任委員（団
体推薦、議会推薦）がおり、農業
生産力の発展及び農業経営の合理
化を図り、農家の地位の向上に貢
献する役割を担っています。

　有村ワカエさん（上畑地区）が
100 歳を迎えられ、前田町長か
ら祝い状と花束が贈られました。
　有村さんは大正 4 年生まれで、
日ごろから花を育てることや趣味
の手芸を楽しんでいるそうです。
また、デイサービスに通ってゲー
ムに参加するなど、たいへん活動
的で、いきいきと充実した毎日を
送られています。
　これからもますます元気にお過
ごしください。

　6 月 12 日、綾小学校 5 年生の
お米学習として毎年恒例の田植
え体験が農協青年部の協力で行わ
れ、72 人の児童が参加しました。
　当日は天候に恵まれ、裸足に
なって水田に入った子どもたちは
歓声をあげて喜んでいました。初
めて田植え作業をする児童がほと
んどでしたが、苗を上手に植え終
えることができました。秋には、
稲刈り体験や収穫した米の試食会
なども行われる予定です。

Aya Town News ［まちの話題］

社会を明るくする運動
強調月間をPR

綾町赤十字奉仕団
委員長・副委員長を委嘱 ㈱山福の立地調印式

農業委員に
吉川さんが就任

100歳
おめでとうございます

田植え体験
～夏の食育～



現住人口調査（平成27年7月１日現在）

総数：7,273人（-22）／世帯数：2,931戸（＋1）
男：3,403人（-6）／女：3,870人（-16）

［転入16人、転出32人、出生3人、死亡9人］　
※（　）は前月比

寄付金額／426,733,131円
寄付者数／28,758人
※平成27年４月１日～6月30日の合計

綾町の
人口

ふるさと
納税

広報あや「Aya	Style」9月号の配布日（各地区配布担当者への配達日）は、8月26日（水）の予定です。
各世帯（自治公民館組織加入者のみ）へは、8月26日（水）〜31日（月）の期間に配布される予定です。
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Topics
　第 66 回県中学校総合体育大会に、綾中学校から次の選手・チームが出場します。
　同大会は７月 17 日（金）から県総合運動公園（宮崎市）を中心に県内のスポーツ施設で行われ、20
の競技で県内の中学生が実力を競います。皆さんの健闘を祈ります！

●陸 上 競 技 ／100m　林 航大
  （宮崎地区大会 1 位　12 秒 06）
  200m　林 航大
  （宮崎地区大会 1 位　24 秒 74）

●サ ッ カ ー ／宮崎地区大会準優勝

●バドミントン／団体戦女子（宮崎地区大会４位）
　　　　　　　　個人戦女子
　 山口・海江田（宮崎地区大会ベスト８）
 上井・二見（宮崎地区大会ベスト 16）

綾町は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています。

　■ショウガ ……………  250ｇ
　■濃口しょうゆ ………大さじ３
　■みりん ………………大さじ３
　■砂糖 …………………大さじ１
　■かつお節 …………１袋（５ｇ）
　■ごま ………………………適量

①ショウガは薄切りにし、たっぷりの水で３分ぐらいゆでる。
②鍋に、しょうゆ、みりん、砂糖を入れ、水気を切ったショウガを加え、中火で汁気がなくなるまで

炒める。
③火を止め、かつお節をまぶして器に盛り、ゴマをふって出来上がり。

ショウガは消化を助けて食欲を増進させるので、夏バテに効果的！
また、辛み成分のジンゲロールとショウガオールには、魚や肉の臭
みを消す作用や殺菌作用があります。常備菜としてもぴったりで、
冷蔵庫で保存すれば２週間ほど食べられますよ。

ショウガの佃煮
綾どれ
旬の野菜で簡単レシピ

監修：田代はま子（野菜ソムリエ）

作
り
方

中学校総合体育大会
　　　　県大会へ出場！




